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学校、クラブ、代表レベルにおける
キャップテンシーについて
素 修司
目的
DavidFrostはその著書「Captaincy」におい
て、学校チームから代表チーム，遠征チームの
レベルまて､のキャプテンのなすべき役割につい
て考察している。
本研究では，DavidFrostの著書「Captain
-cy｣を中心に，学校，クラブ，代表チームにお
けるキャップテンシーについて分析，検討する
ことを目的とする。
すればする程、それによって得るものも多くな
る。コーチはキャップテンと，チームの仲間の
競技能力だけでなくプレイヤーがクロス．ゲー
ムにおけるストレス，プレッシャーの下でどの
ような反応を示すかについて話合うことを望む
であろう。このことはコーチと密接な関係を持
つことに通じ，その少年に教育の真の意義につ
いての洞察を与えることになるであろう。
このことから，学校ラグビーでのコーチの役
割は重要なものであることが理解されるだろ
う。というのは，コーチはキャップテンに深く
影響を及ぼし得るからである。チームが成功す
るには，コーチとキャップテンの双方が互いに
密接にやっていかなければならず，コーチは
キャップテンに，試合の最中に戦術を自由に変
更してよいということをはっきりと言っておか
なければならない。
キャップテンを選ぶ場合、多分に学校のレベ
ルは他のレベルよりも，競技能力の秀れたフ・レ
イヤーがキャップテンになる可能性が大であろ
う。そのプレイヤーが天性のリーダーである可
能性があるので首尾よくいくかもしれないが，
そういかないこともしばしばあると思われる。
有能なプレイヤーは自己のパフォーマンスに関
心を持ちすぎてチーム全体の利益のために時間
を費やすことができないかもしれないからであ
る。
同じように，学校ラグビ－ては先シーズンか
ら残留している最上級のプレイヤーをキャップ
Ｉ学校チームにおけるキャップテンシー
学校チームのキャップテンを務めるのは、新
しくキャップテンになったプレイヤーにとって
極めて有益になり得る。キャップテンの任務に
より、責任についての真の意味を知る最初の機
会を得ることができ，相互依存の共同体についＱ
て理解,認識することができるであろう。キャッ
プテンはコーチングに携る教師と密接にやって
いかなければならないのであるが，このことは
キャップテンに教師がみずからの責任において
なす自己犠性を認識させる助けとなる｡従って，
学校チームのキャップテンを務めるのは少年の
心を拡げる重要な動因になり得ると考えられ
る。
しかし，学校ラグビーのキャップテンは，
キャップテン自身はみずからの時間とエネル
ギーの多くをその任務に費やさなければならな
いことを認識するであろうし，認識すべきてあ
る。一般的に，キャップテンがその任務に没頭
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っているので，キャップテンの助言はかなりの
ウエートを占めるであろう。
チームの過失についてであるが，キャップテ
ンは次のことに注意しておくべきである。過失
を責めることによってチームのパフォーマンス
を低下させるよりも，叱皖激励によってチーム
に熱意を持たせることである。このことは自明
の理に聞こえるが，過失をおかしたプレイヤー
をそのまま用いることをせずに，非難してメン
バーから外すことは極めて容易であろう。例
えば，キャップテンがフォワードのプレイヤー
であって,バックスが何か過失をおかした場合，
バックス全体を非難しても効果があるとは思わ
れない。スリークォターの位置のとり方が適
切てmないかあるいはハンドリングの失敗のため
に２５メートル後退したために,やっとの恩いて､
ポールを獲得したフォワードが味方ゴールライ
ンの方へ戻らなければならないにしても，フォ
ワードであるキャップテンがバックスを非難
し，欲求不満をぶつつけても効果がありそうに
はない。バックスはフォワードを最悪の状況に
陥れたことを知っているので，すでに充分なま
でに傷ついているのである。キャップテンは状
況が不利になっておれば，バックスのリーダー
にすばやく言葉をかけて，その欠点を矯正する
方策について示唆すべきである。
逆の場合にも，同様のことが言えるであろう。
つまり，キャップテンがバックスのフ･レイヤー
である場合，味方フォワードが相手のプレッ
シャーによってセット・ピースから規則的に
ボールを供給することができないために，フォ
ワードにもっとポールを獲得するように大声を
あげて要求しても効果があるとは考えられな
い。フォワードはボールをバックスに故意に供
給していないのではなく，ポール獲得に最も懸
命に努力しているのがフォワードであることを
理解せず，フォワードほどはハードワークして
いるとは言えないバックスであるところの
キャップテンがフォワードに不平を言い始めれ
ば，フォワードが誠心誠意，心から献身し続け
テンにする傾向が必ずと言っていい程ある。こ
れは経験あるプレイヤーがチームの残りのプレ
イヤーに尊敬されているという点で，当初の利
点はあるだろう。しかし，長期的に，経験が天
性の指導能力にはとって代ることができない場
合には最も不適な選択になり得るので，当然の
ごとく上級生のプレイヤーをキャップテンにす
べきではないであろう。
この場合､問題が生ずる。というのは,先シー
ズン以来残留している上級生がキャップテンに
選ばれなければ，その少年に相当のダメージを
与える可能性があるからである。ある場合には，
若いプレイヤーの自尊心にダメージを与えると
いう冒険をおかすよりも，あまり人を奮い立た
せることのないキャップテンで間に合わせてお
く方が適切でさえあるかもしれないであろう。
理想的には,学校のレベルの場合,生得的なリー
ダーというのはファースト・チームに入るかな
り前から注目しておき，そのプレイヤーが
キャップテンの任務の遂行者て､あると確実に是
認されるような位置に導いていけるようにして
おくことて､あろう。
学校のチームを試合観戦に連れていくことが
可能であれば，キャップテンをコーチのそばに
座るか立たせておいて，双方のチームの長所や
短所，効果的な攻撃法やその成否について話合
うのが適切であり，このような方法で，試合観
戦するのはラグビーの知識や真のキャップテン
に必要な判断力をつける最上の方法であろう。
それは、表面的には面白くはないかもしれない
が，長期的には，極めて有益なものになり得る
であろう。
学校ラグビーのキャップテンにはなすべき仕
事が非常に多くあるが，新聞等の切り抜きを収
集したり，試合の日程を組むといった責任があ
るかもしれない。又，コーチからチームの選手
選考について助言を求められるかもしれない。
コーチからどれ位の助言が求められるかという
のはコーチの心構えによるが，有能なコーチ
はキャップテンと協力してやっていく考えを持
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ることはほとんど望めないだろうし，キャップ
テンはフォワードからの尊敬を失ってしまうで
あろう。どのようにしてフォワードの力を別の
違った方向に沿って効果的に持っていくかフォ
ワードに理解させる努力をして，そのことにつ
いてフォワードのリーダーに示唆することが重
要であろう。
キャップテンは試合開始前に，不測の事態が
生じた場合のプレイヤーの交替について考慮し
ておくべきである。たまたま起り得るように，
プレイヤーが負傷のために１０分程退場したら，
そのプレイヤーが抜けている間どのようにチー
ムを再編するのか？，それには極めて明確な選
択が考えられる。例えば，プロップが抜けたら，
ロックの１人をフロントローにあげ，No.８を
ロックにあげることができる。
同様に，フッカーが抜けたらプロップの１人
をフッカーにして，ロックをプロップに，No.８
をロックにあげることができる。No.８が抜けた
場合，単純にNo.８のポジションを空けたまま
にしておかずにフランカーの１人をNo.８につ
ける必要が生ずるかもしれない状況が二，三あ
る。フランカーが抜けた場合,ある状況ではＮｏ．
８をフランカーにしてスクラムを組ませる必要
があるかもしれない。
、スクラム・ハーフはスペシャリストのポジ
ションであるのて､，不測の事態が生じた場合，
多分にすべてのポジションの中でも埋合せるの
が最も難しいポジションであろう。普通，一般
的には，フランカーを一時的にスクラム・ハー
フをやるように命じるので､あるが，賢明な
キャップテンであれば，事前にチームの中に以
前にスクラム・ハーフを務めたプレイヤーがい
るかどうかについての予備知識を持っているも
のである。スタンド・オフ，センター，ウイン
グあるいはフル・バックのプレイヤーでさえス
クラム・ハーフの経験がかってあったことを
知っているかもしれない。スクラム・ハーフは
埋合せるのが決して容易なポジションではない
ので，ほんの－試合か二試合しか経験していな
いにしても，スクラム・ハーフの経験があるプ
レイヤーをスクラム・ハーフにするのが適切で
あろう。
不測の事態が生じた場合，スタンド・オフを
埋める一般的な方法は，センターの1人をスタ
ンド・オフにして，そのセンターの抜けたあと
をウイングでカバーし，フランカーをウイング
に下げることで､あろう。しかし，これがそのよ
うな状況を処理する際の唯一の方法ではない。
例えば，ウイングが過去にスタンド・オフでプ
レイしたことがあれば，そのプレイヤーをスタ
ンド・オフにして，そのあとのウイングにフラ
ンカーを下げれば，センター間のコンビネー
ションが崩されずに済むであろう。
バーバリアンズのチームは1979年のライセ
スターとの定期戦でこれを行っている。ウエー
ルズのスタンドオフのGarethDaviesが脚の
負傷で退場した際,イングランドのウイングの
ＭｉｋｅＳｌｅｍｅｎをスタンド・オフにしている。
センターをスタンド・オフにあげる場合，ウ
イングをセンターに，フランカーをウイングに
下げる必要は必ずしもなく，それは，出場して
いるプレイヤーの能力に依存している｡例えば，
1958年，ロンドンのトウイッケナム・ラグビー
場で行われたイングランド対オーストラリアの
試合でイングランドのスタンド・オフのPhil
HorrocksTaylorが試合中に退場した際，イン
グランド．チームのキャップテンのEricEvans
はJeffButterfieldをセンターからスタンド・
オフにあげたが，そのあとのセンターにウイン
グをあげずに，フランカーのPeterRobbinsを
センターに下げている。これは,Robbinsはポー
ル・ハンドリングが極めて上手であったので，
賢明な方策であると言える。試合は右ウイング
のPeterJacksonに非常に偉大なトライの結果
により，イングランドが９対６のスコアで有名
な勝利を得たのはこのフォーメーションであ
り，しかも，これはインター･ナショナル･ボー
ドが1975年に選手交替を認める以前のことで
ある。
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とを認め難いことが住々にしてあるので，
キャップ･テンはこの類の状況の処し方について
の知識が要求される。例えば，選手選考からは
ずれたプレイヤーに最初にそのことを伝えるの
が重要である。キャップテンにはクラブ内の状
況，特に選抜委員会内の状況について，すべて
のプレイヤーにたえず情報を与え続けなければ
ならない。クラブがいい成績を収める上で，
キャップテンが他のプレイヤーとうまくコミュ
ニケーションをとることが重要である。
キャップテンはクラブの下位のチームに関心
を示さなければならず，ファースト・チームの
１５名のプレイヤーだけでは充分でない。クラブ
内の他のチームにクラブ全体として重要な一部
であることを認識させるのが重要である。
キャップテンは他のチームの練習に参加するの
も重要である。それによって，キャップテンは
手本を示すことがてきるばかりでなく，すべて
のプレイヤーについての知識を得ることがてき
るので，そのようにして，クラブ全体に利益と
か自信の感覚というものをつくることができる
であろう。キャップテンは優先順位の第一にプ
レイヤーの利益,福祉をあげなければならない。
代表チームよりクラブのチームの統率の方が
容易な点でその１つにプレイヤーたちがお互い
のプレイそしてチームにとって何が必要である
かについてよく認識しているということがあげ
られる。
クラブのレベルのキャップテンを務める利点
の１つに，キャップテンが少くとも２，３シー
ズンはチームに所属しているので，その２，３
シーズンのうちにチームの長所や短所がどこに
あるかについての知識を得ていることにある。
先シーズンのうちに，前任のキャップテンより
は有用な人材をより効果的に生かすことができ
る方法を得ておいたかもしれない。このような
ケースがキャップテンがチームに自分の意見を
述べる機会で､あり，コーチは多分にそれらのこ
とを試みさせてくれるであろう。キャップテン
は他のプレイヤーが述べること，特に前任の
ウイングが一時的に欠場した場合，あまり多
くの選択をとらずに，フランカーをウイングに
下げるのが適切であろう。しかし，フル・バッ
クが欠場した場合の処置にはいくつかの方法が
考えられる。多分に，最も一般的な方法という
のは，センターをフル・バックに下げ，ウイン
グをセンターにあげ，フランカーをウイングに
下げることであろう。しかしNo.８をフォワー
ドからフル・バックに下げるという方法が考え
られないこともない。その決定は，ゲーム展開
の方法とチームのすべてのメンバーの能力に
よるて､あろう。例えば，バックスのオール・ア
ウトの攻撃を意図しておれば，ウイングをフ
ル・バックに下げ（フランカーをそのウイング
のポジションに下げる)，フル･バックのアタッ
カーそしてカウンター・アタッカーとしての役
割においてそのフル・バックのスピードを生か
すのが効果的て､あろう。重要なのは，キャップ
テンは試合開始前に，不測の事態が生じた場合
のプランをたてておくことができるぐらい充分
に，味方プレイヤーについて知識を持っておく
ことである。
１１クラブにおけるキャップテンシー
クラブのキャップテンシーは，２，３の意味
て､最も難しいタイプのキャップテンシ~て､あろ
う。フィールドの外での仕事の手伝いはクラブ
の他の役員がやってくれるが，キャップテンは
クラブ内の担当量の仕事をしなければならず，
それには極めて多くのエネルギーや忍耐力が要
求される。クラブのキャップテンはクラブを運
営する諸々の委員会に出席しなければならない
し，チーム選択に関しても重要な役割を果たさ
なければならない｡同時に,プレイヤーから諸々
の委員会に出席した際，彼等の代弁者であるこ
とを期待されている。
特に，チーム選抜に関してはキャップテンの
仕事の中に人の管理運営の問題が入ってくるで
あろう。選手選考からはずれたプレイヤーとい
うのは，自分が思っている程には有能でないこ
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キャップテンが述べることには充分，耳を傾け
るくらいにいつも謙虚な態度をとるべきであろ
う。必ずしも，彼等の助言どおりにやる必要は
ないが，彼等が述べることに耳を傾けるぐらい
の好意を見せるべきであり，適切な助言であれ
ば，とり入れるべきであろう。
キャップテンとしてのシーズンを''1頁調にス
タートするには，シーズンに入る前の練習が非
常に重要である。練習をすべて時間どおりに行
い，他のどのプレイヤーよりも一生懸命に練習
することによって手本を示すべきてある。たと
えコーチの言動のいくつかに賛成できなくて
も，コーチとうまく協調していかなければなら
ない｡残りのプレイヤーに，キャップ・テンとコー
チは協調してやっていると感じさせることが重
要である。コーチに同意することができなけれ
ば，プレイヤーの前でなく，あとでプレイヤー
のいないところでコーチと話合うのが適切であ
る。
練習に参加しないプレイヤーは土曜日の試合
には出場できないといったシーズンの規則をつ
くることが考えられるが，その場合，練習に参
加しない有能なプレイヤーを特別待遇すべきで
ない。何名かの有能なプレイヤーに定期的な練
習を免除しがちである。というのは，それらの
プレイヤーがそのチームで練習しようとしまい
と，とにかく，上手にプレイすることを知って
いるからて、あるが，チームの雰囲気を適切にし
ておくためには，規則に例外を認めるべきでな
い。チームの残りのプレイヤーは，個人によっ
て，特別待遇に対し軽蔑の念を持つので，優秀
なプレイヤーがいる不満一杯のチームより優秀
なプレイヤーはいないがまとまったチームにす
るのが適切であろう。クラブのメンバーが広範
な地域から構成され，通ってくるのが困難なた
めすべてのプレイヤーを練習に規則的に参加さ
せるのが難しいということが事前にわかってお
れば，その場合，規則第一主義にすべきではな
いであろう。
各々の練習計画についてであるが，事前に
キャップテンとコーチがともに作成すべきで，
コーチは練習の指導にあたるが，キャップテン
はチームの残りのプレイヤーと練習を行う。
コーチが，特にバックスの指導にあたることを
要望すれば,その場合,キャップテンがフォワー
ドのプレイヤ－て､あれば，キャップテンがフォ
ワードの練習の指導にあたることができる。
キャップテンがバックスのプレイヤーであり，
コーチが特にフォワードの練習の指導にあたる
ことを要望すれば，キャップテンがバックスの
練習の指導にあたることができるのはもちろん
のことである。
試合におけるフィールドでのプレイヤーの形
勢は試合前のチーム・トークでキャップテンに
よってなされる動機づけに依存している。チー
ム・トークの基本的な特徴は，プレイヤーを集
めて再度，試合の準備のためその週の間，検討
してきたすべての要点を思い出させることであ
る。チーム・トークは，相手の既知の長所や短
所をすべて考えに入れて，相手の短所を攻め，
相手の長所に対する味方の防御法を練習したこ
との最高点である。
キャップテンとして，レフリーと良識ある関
係を結ぶことが重要である。レフリーはゲーム
をコントロールするので，レフリーと敵対する
のは全く無益なことて､あろう。レフリーを部外
者としてではなく，ゲームの一部として見なす
べきである。レフリーは極めて困難な任務を果
たきならないこと，そしてレフリーは最善を尽
くしていることを認めなければならない。その
最善というのが期待程にはよくないとしても，
レフリーがゲームをコントロールしているの
で職，それを受入れなければならない。
それは，試合後，レフリーのもとに行って，
レフリングから生じた問題点について論議する
ことはできないと言っているのて･はない。プレ
イヤーが他のプレイヤーとゲームについて話合
うことからラグビーを学ぶのと同様に，レフ
リーは他のレフリーだけて･なく，レフリングし
たプレイヤーと要点について論議することに
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次の試合のファーストチームの１５名を選考す
る問題だけでなく，クラブのすべてのチームが，
昨日どのような状態で試合を行ったかについて
の報告とプレイヤーを上位のチームに昇格する
ことについての示唆がある。ファースト・チー
ムの１５名の土曜日の試合が満足のいかないも
のであれば，その場合，パフォーマンスを向上
させるためにはどんなメンバーの変更が必要て．
あるかについての論議が長く行われるだろう。
よって学びたいと望んでいるだろう。試合後の
この種の論議から，レフリーはレフリングを向
上させるのとができ，プレイヤーはレフリーと
話合うことによってゲームの向上を測ることが
できる。
キャップ゜テンとして，フィールド・オブ・プ
レイでのレフリーの決定に従わないプレイヤー
は如何なるプレイヤーでも厳しく戒しめなけれ
ばならない。レフリーの決定に従わないため，
レフリーは自陣でゴールポストの１０ｍ前で相
手にペナルティ・キックを与えるかもしれない
が，味方プレイヤーの愚かな行為のため３点を
失うことになる。それとは別にキャップテンは
チームの長として認められ，もともとプレイ
ヤーのフィールドでの行為に責任があると考え
られている。味方プレイヤーによるどんな野蛮
な行為でも，レフリーとキャップテンの関係を
危険に陥せるので､，ゲームの重要なパートであ
る楽しさが失われてしまうであろう。
明確に理解できない反則をおかしたためにペ
ナライズされ，何が原因で､のペナルティである
かキャップテンとして本当に理解できなけれ
ば，その場合はレフリーに質問して構わない。
しかし，あたかも権利を主張するかの如くレフ
リーのもとに行くべきではない。その理由につ
いて間合せることであり，命令的要求を行って
はいけない。
クラブのキャップテンは相当量の時間，その
キャップテンとしての任務に費やさなければな
らないであろう。Rogerはゴスフォース・クラ
ブのキャップ゜テンとしての時代の週の日程につ
いて，次のように，つまり，「７日のうちの６日
はクラブのために自分の時間を規則的に費やさ
れ，唯一の自由な日は水曜日だけで､あった。水
曜日も,参加すべきカウンティのスカッド･セッ
ションがよく行われた｡」と回想している。
多分に，クラブのキャップテンには日曜日で
さえ自由にならないだろう。クラブの場合，選
抜委員会は日曜日の午前中に開催されるのであ
るが，平均して約１時間は続くだろう。議題は
Ⅲ代表チームにおけるキャップテンシー
代表チームは，一般的にレベルの高いプレイ
ヤーによって構成されるので，チームとしては
統卒するのが最も容易であろう。最大の問題点
はすべてのプレイヤーに同じ線に沿って思考さ
せることであるが，それは実際問題として，組
織，動機づけ，施行の問題である。チームとし
ての組織が整っていなければ，１５名のプレイ
ヤーは各々，自分のことしか考えないようにな
るだろう。
RogerUttleyは１９７０年，North-East
Countiesの代表として南アとの試合に選抜さ
れている。North-EastCountiesのキャップテ
ンはブラッドフォードそしてヨークシャーの
チームのPhilCasterが務め，スコットランド
のフランカーのRodgerArneilがフォワードの
リーダーを務めている。Rogerによると，試合
でのRodgerのフォワードへの言葉はただ単に
｢時間が来る。人が来る｡」と言っただけのもの
である。しかし，それは，実際に動機づけとは
何であるかを要約するものであろう。というの
は，南アのチームは決して並のチームではなく，
ゴスフォースのグレイハウンドスタジアムの雰
囲気は南アのアパルトヘイト（民族隔離政策）
に対する抗議のため騒然としたものであった
が，Rogerにとって，Rodgerの２，３の言葉
は素晴しい暗示になっているからである。
戦術，戦略に関する限り，経験の豊富な代表
チームのキャップテンは，他の１４名のプレイ
ヤーの代弁者てある。というのは，ゲーム・フ。
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GarethEdwadsをキャップテンに選んでいる。
彼は弱冠２０才の年齢であり，ウェールズのこれ
までのキャップテンの中で最年少のプレイヤー
であった。しかし，Edwardsの経験不足がハン
ディキャップ.となり，その結果，ウェールズの
選抜委員会はＪｏｈｎＤａｗｅｓをキャップテンにす
ることによってキャップテンを最年長のプレイ
ヤーに戻している。当時，DawesはEdwards
より世故にたけており，生活のほとんどすべて
の面に経験があったと思われる。このことから，
キャップテンには競技能力も重要であるが，経
験が豊富であることが極めて重要であると言え
よう。
イングランドのチームの場合，他の国よりも
キャップテンを時々変更するのが選抜委員会の
方針であった。Rogerはインターナショナルの
経歴で４名の異ったキャップテン，つまり，
JohnPullinFranCottonTonyNeary,そして
BillyBeaumontの下でプレイしている。又，
Roger自身も又，キャップテンを務めている。
イングランドのキャップテンシーの変更のいく
つかは負傷が原因であったのであるが，プレイ
ヤーにとって経験に代わるものがないように，
キャップテンにも同様のことがあてはまるであ
ろう。
経験はキャップテンとしての特性において重
要なものであるが，それ自体では充分ではない
であろう。経験は豊富であるが，ゲームへの熱
意に欠けるプレイヤーをキャップ・テンにするの
は適切でない。重要なのは，熱意と経験がうま
くミックスされていることである。
もともと，どんな類のものであれ，代表チー
ム，例えば,カウンティ，インター・デストリ
クト，インター・フ･ロビンシャル，インター・
ナショナルのチームを統卒する上での問題の１
つは，キャップテンとして，多分に，チームの
プレイヤーについての知識を充分に持っていな
いこと，又，チームの長所，短所についての知
識が充分でないことて､あろう。しばらくすると
プレイヤーやチームの長所・短所についての知
ランはプレイヤー全員で論議し，作成するので
あるが，キャップテンが最終的にこれらのゲー
ム．プランを決定し，その決定したゲーム・プ
ランをフィールドで実際に実行に移すからであ
る。１人の人間，つまり，キャップテンに試合
の結果についての責任があるとみなすのは極め
て容易であろう。素晴しい成績を収めるチーム
というのは，特にフィールドではキャップテン
の権威を認めるが，ゲームについての論議は
ゲームの前になされるので，キャップテンの決
定は，結局はプレイヤーたちみずからで決定し
たものであることをよく知っている経験の豊
富なプレイヤーたちの集合体であると言えよ
う。
キャップ・テンはキャップテンとしての権威の
行使に加え，ゲームの経過中に他のプレイヤー
の助言を受け入れる位の寛容さを持つべきであ
ると同時に，決定はキャップテン自身が下さな
ければならない。Rogerは，１９７７年のイングラ
ンド対フランスの試合でイングランドのキャッ
プテンを務めている。Rogerは次のように，つ
,まり，「この日，イングランドのキッカーである
AlastirHignellはゴール・キックがあたってい
なかった。ゲーム・プランの１つに事前に準備
しておいたペナルティからのフォワードの攻撃
があった。試合のこの段階で､本当に得点が必要
で､あり，ペナルティ・キックを得たとき，Nigel
Hortonは，ペナルティ・キックからフォワード
みずからの攻撃をやろうと大声で叫んだが，私
はキャップテンとしてペナルティ・ゴールを選
択した。しかし，そのキックは失敗し，結局，
イングランドはその試合を落とした｡」と述,壊し
ている。イングランドは，３対４でフランスに
敗れている。
代表のレベルの場合，下位のレベル，つまり
学校，クラブのレベルと同様に，競技能力に秀
れたプレイヤーをキャップ゜テンにする傾向があ
る。しかし，そのプレイヤーに豊富な経験がな
ければ，首尾よくいくことはめったにないであ
ろう。例えば，１９６８年，ウエールズのチームは
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囲気に似たものがあったのであるが，これは，
一部にはイングランドのチームが国際試合の期
間に行ったラグビーは，その試合の間が短期で
あったため，そしてスカッド・セッションのた
めに，イングランドのプレイヤーたちが全体と
してまとまることができたからであろう。
識が充分に得られるのであるが，先づ，プレイ
ヤーたちを頻繁に，長い間観察してきたである
ところの選抜委員やコーチの助言に頼るのが適
切であろう。キャップテンにとって，スカッド・
セッションはすべてのプレイヤーについての情
報を得るのに役に立つであろうし，いったん、
チームの感じをつかむことができれば，キャッ
プテンはプレイヤーが競技する方法に影響を及
ぼし始めるであろう。プレイヤー間の相互理解
がうまくいくようになれば，代表のラグビーは
実際にうまく協調をとることができるだろう。
キャップテンがチームのプレイヤーについて
の知識を得る最上の方法の１つは，遠征であろ
う。1979年，５月から６月にかけてのイングラ
ンドの日本,フイジー，トンガへの遠征はキャッ
プテンとしてのBillyBeaumontにとって極め
て有益になっている。その遠征によって，
Beaumontはチームを任されているときに集
中できる時間を持つことができたからである。
Beaumontはチームのすべてのプレイヤーに
ついての知識を得るようになり，プレイヤーは
キャップテンのBeaumontについての知識を
得るようになったで、あろう。そして，その遠征
によってつくり出された関係は，翌1980年，年
初のイングランドのチャンピオンシップ・キャ
ンペーンの成功とほんの少しではあるが関係が
あるであろう。同様に，１９７９年，North-West
Countiesが南ア遠征を敢行した際，Beaumont
はチームのキャップテンを務めている。この遠
征は，多分に，North-WestCountiesのチーム
の対ニュー・ジーランド戦での勝利，そして翌
シーズンのカウンテイ・チャンピオンシップに
優勝したランカシャーのチームに重要に関係し
ているだろう。ランカシャーのチームは，普通
以上に頻繁にまとまって練習したり，試合を行
うクラブのチームだけにしか生じない相互理解
を持って競技したと言える。
１９８０年のイングランドのチームでさえ，代表
チームのきまりきった零囲気よりもクラブの雰
まとめ
１５人をまとめて，１つのラグビー・チームを
つくりあげる上で､最も重要な要素はキャップテ
ンシーの存在である。1978年，1979年，１９８０年
の三度に渡って英国に遠征したニュージーラン
ド．チームに，キャップテンであるGraham
Mourieが与えた影響について考えてみるだけ
で，ラグビーにおいてキャップテンシーが如何
に重要て．あるか認識することができるであろ
う。
理想的には，キャップテンは天性のリーダ－
て､あるべきであり，ゲームについての幅広い知
識と経験が要求される。
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